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夏の乾燥時にグンバイムシやハダニが発

生する。駆除し充分灌水する。モチツツ

ジには自衛策がある。新芽や花にべと付

く腺毛があり、アブラムシやアリは寄り

付けない。 

常緑性のツツジ類は花の終わった直後に

刈り込む。新梢の先に早くも翌年の花芽

をつけるので、遅れると花が少なくなる。

強剪定は花後、以後は徒長枝の切り戻し

程度が理想。 

強健なため、公園や共同住宅、マンショ

ンでよく利用される。リュウキュウツツ

ジ系に比べオオムラサキ系は耐寒性が低

い。どちらも浅根性（根の張り方が浅

い）のため根周りの乾燥に注意。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ヒラドツツジは、赤～紫系、ピンク系、白系の

花があるので、‘配色’も考慮して配植するとよい。 

Memo 

ヒラドツツジは、長崎県平戸市で栽培されてき

た大型ツツジの総称名。紅紫の花をつけるオオ

ムラサキや薄紅色のアケボノ、新芽がべとつく

モチツツジなど品種が豊富。丈夫なことから共

同住宅などで使いやすい。別系統のリュウキュ

ウツツジも似ているため同等に扱われる。 

生長：普通 特 記 

ツツジ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／園芸品種 

ヒラドツツジ  [ 平戸躑躅 ]  


